
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 

 
 

 今年度も、わくわく活動で異学年交流を 

進めていきます。校内ウォークラリー、 

遠足、長縄とび大会等の活動を通 

して、共に助け合い、真心を大切 

にした人間関係を築いていきます。 

 
 

○地域の中で挨拶を交し合う関係を築いていきましょう。 

〇登下校時の見守り、ありがとうございます。これ 

からもお願いします。 

○地域で真心のある言動のあった子に、トゥルー 

ハート賞（学校賞）を出してください。 

＜１年生では＞ 友達と仲良くし、助け合うことができる。 

＜２年生では＞ 身近にいる人に温かい心で接し、親切にすることができる。 

＜３年生では＞ 友達の気持ちを考え、励まし合い、助け合うことができる。 

＜４年生では＞ 相手のことを思いやり、身近な人と協力し助け合うことができる。 

＜５・６年生では＞  

誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にする

ことができる。 

 

 

＜家庭の声＞ 
 

家に帰ってくる

と、楽しそうに校内

ウォークラリーの話

を聞かせてくれまし

た。いろいろな学年

の友達ができたよう

で、とてもうれしく

思いました。 

班のみんなが揃って

移動するのは、大変だ

ったな。 

 みんなで協力して問

題を解いたから、とて

も仲良しになれたよ。 

真心をもって接し、協力し助け合う子どもを育てます。 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には、「愛知 102２校の取組」など、学校の道徳教育

推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 

わくわく活動「校内ウォークラリー」

写真のキャプション 

秋のわくわく遠足も

楽しみだね。 

＜子どもの声＞ 


